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は
じ
め
に

本
稿
は
、『
所
司
代
日
記
』
（
う
ち
旧
小
浜
藩
主
酒
井
忠
義
記
）
を
も
と
に
、
京
都
所
司
代

と
二
条
城
と
の
関
わ
り
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

京
都
所
司
代
と
は
江
戸
幕
府
が
設
置
し
た
出
先
機
関
の
長
官
の
一
つ
で
、
京
都
や
周
辺
地

域
の
司
法
や
民
政
、
朝
廷
・
公
家
・
寺
社
に
関
す
る
庶
務
を
担
当
し
た
。
早
く
は
朝
尾
直
弘

氏
が
『
京
都
の
歴
史
』
に
お
い
て
初
期
の
所
司
代
に
つ
い
て
概
観
し
（
1
）
、
ま
た
鎌
田
道

隆
氏
が
京
都
の
町
支
配
に
関
し
て
所
司
代
の
設
置
に
触
れ
（
2)

、
さ
ら
に
藤
井
讓
治
氏
は

豊
臣
政
権
か
ら
徳
川
政
権
へ
の
移
行
過
程
に
お
け
る
所
司
代
の
役
割
に
つ
い
て
分
析
を
加
え

て
い
る
（
3
）
。
近
年
で
は
、
小
倉
宗
氏
の
近
世
中
後
期
に
お
け
る
上
方
の
支
配
機
構
に
関

す
る
一
連
の
研
究
（
4)

や
、
菅
良
樹
氏
の
所
司
代
の
職
務
・
位
置
づ
け
な
ど
を
中
心
と
し

た
研
究
（
5
）
、
ま
た
東
谷
智
氏
の
藩
政
文
書
の
分
析
を
通
じ
た
研
究
（
6
）

な
ど
が
行
わ
れ
、

主
と
し
て
執
政
上
の
位
置
づ
け
や
役
割
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

所
司
代
の
政
庁
で
あ
り
居
住
地
で
も
あ
っ
た
上
屋
敷
は
、
二
条
城
の
北
隣
に
位
置
し
て
い

た
（
口
絵
2
参
照
）
。
『
鹿
苑
日
録
』
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
九
月
四
日
条
に
は
「
々

（
酒
）了

テ

赴
二
条
御
城
、
板
倉
殿
於
北
門
之
上
聴
公
事
」
と
あ
っ
て
、
徳
川
政
権
最
初
期
の
所
司
代
で

あ
る
板
倉
勝
重
の
時
代
に
は
、
す
で
に
二
条
城
の
「
上
」
＝
北
に
裁
許
の
場
が
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
（
7)

。
所
司
代
と
二
条
城
と
の
関
係
に
つ
い
て
先
行
研
究
で
は
、
所
司
代
が
二

条
城
を
見
廻
っ
て
城
の
管
理
・
守
衛
を
管
掌
し
、
大
番
頭
交
代
時
に
は
大
番
所
へ
出
で
た
こ

と
、
ま
た
二
条
城
・
御
所
周
辺
・
京
都
市
街
や
郊
外
を
巡
見
し
て
い
た
こ
と
（
8
）

な
ど
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
様
相
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
く
、
史
料
に
基
づ
く

裏
づ
け
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
現
在
確
認
で
き
る
限
り
の
史
料
か
ら
、
所
司

代
と
二
条
城
の
関
わ
り
に
つ
い
て
確
認
し
、
両
者
の
関
係
を
探
る
基
礎
作
業
を
行
い
た
い
。

　

な
お
、
本
稿
で
は
酒
井
忠
義
の
二
回
目
の
所
司
代
就
任
時
（
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
～

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
）
の
事
例
を
素
材
と
し
、
日
本
史
籍
協
会
編
『
所
司
代
日
記
（
9
）
』

（
以
下
『
日
記
』と
記
す
場
合
は
当
刊
本
を
指
す
）を
主
要
な
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
す
る
。『
日

記
』
は
全
二
巻
で
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
八
月
か
ら
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
至
る
、

旧
淀
藩
主
稲
葉
家
所
蔵
の
日
記
（
10
）

を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
藩
主
稲
葉
正

邦
（
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
～
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
の
所
司
代
）
が
前
代
の
所
司
代

の
日
記
を
書
き
写
し
た
も
の
で
、
『
日
記
』
巻
頭
の
「
例
言
」
に
よ
れ
ば
、
稲
葉
正
邦
が
所

司
代
に
就
任
す
る
に
あ
た
り
、
職
務
の
参
考
に
す
る
た
め
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
刊
本
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
部
分
や
校
異
に
つ
い
て
は
、
慶
應
義
塾
大
学
三
田
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
所
蔵
桑
名
松
平
家
文
書
（
11
）
の
酒
井
忠
義
記
で
補
っ
た
。
史
料
残
存
の
関
係
上
、 
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本
稿
で
は
、
幕
末
の
京
都
所
司
代
・
酒
井
忠
義
の
『
所
司
代
日
記
』
を
も
と
に
、
所
司
代
と
二
条
城
と
の
関
わ
り
の
実
態
を
考
察
す
る
。
従
来
所
司
代
と
二
条
城
と
の
関
係
は
、
所
司
代
が 

二
条
城
を
守
衛
・
管
掌
し
て
い
た
と
説
明
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
実
態
は
、
二
条
在
番
な
ど
を
通
じ
た
間
接
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
、
所
司
代
に
と
っ
て
二
条
城
は
年
に

数
度
の
み
入
城
で
き
る
儀
礼
の
場
で
あ
っ
た
。
ま
た
所
司
代
が
上
京
し
て
く
る
と
い
う
こ
と
は
京
中
の
人
々
の
知
る
と
こ
ろ
で
、
所
司
代
の
存
在
と
そ
の
ゴ
ー
ル
地
点
と
し
て
の
二
条
城
は
、

幕
府
の
権
威
を
象
徴
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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所司代と二条城―酒井忠義『所司代日記』を例として―（杉谷・中西）

幕
末
期
の
様
相
し
か
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
な
い
が
、
本
稿
は
所
司
代
の
実
態
を
つ
か
む
た

め
の
足
掛
か
り
と
し
た
い
。

　

な
お
、
徳
川
政
権
成
立
当
初
設
置
さ
れ
た
所
司
代
は
、
京
都
の
裁
判
や
畿
内
八
カ
国
（
五

畿
内
及
び
近
江
・
丹
波
・
播
磨
）
の
公
事
・
訴
訟
を
管
掌
し
て
い
た
が
、
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）

の
京
都
町
奉
行
の
成
立
に
伴
い
、
そ
の
裁
判
権
が
町
奉
行
に
移
管
さ
れ
た
（
12
）
。
さ
ら
に
、

享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
の
国
分
け
に
よ
っ
て
、
京
都
町
奉
行
の
裁
判
権
は
山
城
・
大
和
・

近
江
・
丹
波
に
縮
小
さ
れ
（
13
）
、
所
司
代
は
町
奉
行
で
は
判
断
し
が
た
い
事
柄
に
つ
い
て

伺
い
を
受
け
る
立
場
と
な
っ
た
（
14
）
。
本
稿
は
所
司
代
の
執
政
や
裁
判
権
を
論
じ
る
も
の

で
は
な
い
が
、
所
司
代
日
記
は
所
司
代
の
立
場
が
寛
文
期
・
享
保
期
に
転
換
し
た
こ
と
を
念

頭
に
お
い
て
読
み
進
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
は
留
意
し
た
い
。

　

一　

所
司
代
の
職
務
と
二
条
城

　
　

（
1
）
二
条
城
に
関
わ
る
所
司
代
の
職
務

所
司
代
は
畿
内
の
訴
訟
処
理
や
朝
廷
・
寺
社
と
関
わ
る
庶
務
、
ま
た
御
所
・
二
条
城
近
辺

火
災
時
の
対
応
な
ど
を
担
っ
た
と
さ
れ
る
。
特
に
二
条
城
に
関
わ
る
職
務
に
つ
い
て
は
、『
国

史
大
辞
典
』
に
「
二
条
城
門
番
頭
・
二
条
鉄
炮
奉
行
を
支
配
し
て
、
二
条
在
番
の
大
番
頭
と

は
軍
事
・
治
安
面
で
常
に
密
接
な
関
係
を
保
持
し
て
い
た
（
15
）
」
と
あ
る
が
、
そ
の
具
体

的
な
様
相
は
明
ら
か
で
な
い
。

田
中
暁
龍
氏
が
ま
と
め
た
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）・
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）・
享
保
二

年
（
一
七
一
七
）
の
「
勤
方
心
得
」
比
較
表
を
参
考
に
、
二
条
城
に
関
わ
る
条
目
を
抜
き
出

す
と
、
①
二
条
在
番
衆
の
交
代
時
に
目
付
が
こ
れ
を
検
分
し
、
所
司
代
は
大
番
組
が
入
れ
替

わ
っ
た
後
に
大
番
頭
以
下
の
衆
に
対
面
す
る
こ
と
、
②
御
用
金
を
納
め
る
二
条
城
内
の
御
蔵

は
大
番
頭
と
東
西
門
番
の
頭
が
立
ち
会
っ
て
封
印
を
つ
け
て
お
く
こ
と
、
が
規
定
さ
れ
、
ま

た
③
二
条
城
近
辺
で
火
事
が
起
き
た
際
に
は
所
司
代
が
出
向
く
こ
と
、
と
さ
れ
て
い
る
（
16
）
。

ま
た
、
菅
良
樹
氏
が
ま
と
め
た
幕
府
発
給
所
司
代
宛
「
老
中
連
署
奉
書
覚
書
」
一
覧
（
貞
享

二
年
（
一
六
八
五
）
～
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
）
で
も
、
こ
れ
ら
の
三
項
目
は
必
ず
記

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
（
17
）
、
こ
の
三
点
は
二
条
城
に
関
す
る
所
司
代
の
基
本

的
な
職
務
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
こ
れ
ら
は
日
記
等
に
は
ど
の
よ
う
に
表
れ
る
か
。
ま
ず
①
に
あ
る
大
番
頭
と
の
対

面
に
つ
い
て
、
酒
井
忠
義
の
『
日
記
』
か
ら
確
認
す
る
と
次
の
記
事
が
該
当
す
る
。

史
料
1
『
所
司
代
日
記
』
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
六
月
九
日
条 

（
※
〔 

〕
は
桑
名
松
平
家
文
書
に
よ
る
校
訂
を
示
す
）

一
先
達
而
大
御
番
頭
交
代
相
済
候
付
、
如
例
御
城
内
右
小
屋
江
見
廻
り
、
且
御
番
衆

江
も
逢
候
付
、
出
宅
染
帷
子
・
麻
上
下
着
用
、
北
之
御
門
ニ
而
下
乗
、
右
御
門
内

江
三
輪
嘉
之
助
出
迎
中
井
保
三
郎
忌

中
ニ
付
不
罷
出
先
立
い
た
し
、
弐
之
御
門
内
江
御
〔
門
〕
番
之

頭
御
鉄
砲
奉
行
参
府

中
ニ
付
不
罷
出

・
御
蔵
奉
行
等
出
居
及
会
尺
、
其
辺
ゟ
御
破
損
奉
行
両
人
出
迎
先

立
い
た
し
、
足
軽
番
所
前
石
橋
之
辺
江
大
御
番
頭
松
平
丹（

信

進

）

後
守
・
近
藤
遠（

是

用

）

江
守
出

迎
致
会
尺
、
附
添
参
り
東
番
頭
小
屋
江
見
廻
候
ニ
付
、
丹
後
守
ハ
先
江
駈
抜
敷
出

し
迄
出
迎
、
自
分
刀
を
取
取
持
之
者
江
渡
之
、
敷
出
し
江
鳥
渡
上
り
着
坐
、
交
代

済
歓
相
越
候
段
申
述
、
暫
通
可
申
哉
之
旨
、
丹
後
守
申
聞
候
間
直
ニ
罷
出
可
申
旨

申
達
退
坐
、
（
中
略
）

一
夫
よ
り
西
番
頭
小
屋
江
罷
越
、
遠
江
守
先
江
駈
抜
敷
出
江
被
出
居
次
第
東
之
通
り
、

夫
ゟ
退
散
、
与
力
番
所
角
辺
ニ
而
大
御
番
頭
致
暇
乞
、
同
所
ニ
而
御
破
損
奉
行
披

キ
会
尺
、
夫
ゟ
嘉
之
助
先
立
御
門
番
之
頭
西
御
番
所
前
ニ
而
暇
乞
、
西
御
門
御
橋

之
上
迄
地
役
人
向
送
及
会
尺
、
御
橋
外
ニ
而
乗
輿
帰
宅
、

文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
四
月
、
二
条
在
番
の
大
番
頭
は
、
前
年
の
本
庄
道
美
・
白
須
政

偆
か
ら
松
平
信
進
・
近
藤
是
用
に
交
代
し
た
。
右
の
史
料
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
六
月
に
至
っ

て
所
司
代
は
北
御
門
か
ら
入
城
し
て
、
ま
ず
東
番
頭
小
屋
を
見
廻
っ
て
御
番
衆
に
会
い
、
そ

の
後
同
様
に
西
番
頭
小
屋
を
見
廻
っ
て
西
御
門
か
ら
出
城
し
た
。
こ
れ
以
前
、
京
へ
到
着
し

た
番
頭
は
他
の
番
頭
と
と
も
に
所
司
代
屋
敷
へ
挨
拶
に
訪
れ
、
江
戸
に
居
る
年
寄
衆
か
ら
の

奉
書
と
「
二
条
・
大
坂
御
蔵
証
文
」
を
所
司
代
に
見
せ
て
い
る
（
18
）
。
ま
た
交
代
し
て
下

る
番
頭
は
所
司
代
へ
暇
を
乞
う
て
か
ら
出
立
し
た
（
19
）
。

ま
た
、
②
御
用
金
を
納
め
る
二
条
城
内
の
御
蔵
は
大
番
頭
と
東
西
門
番
の
頭
が
立
ち
会
っ

て
封
印
を
つ
け
て
お
く
こ
と
、
に
関
し
て
は
、
酒
井
の
『
日
記
』
か
ら
は
そ
の
様
子
が
見
え

な
い
。
そ
こ
で
参
考
と
し
て
、
酒
井
の
所
司
代
時
代
か
ら
遡
る
が
、
二
条
城
の
金
蔵
封
印
の

切
り
替
え
に
関
す
る
次
の
史
料
を
挙
げ
て
お
く
。

史
料
2
『
二
条
在
番
中
手
留
』
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
十
一
月
二
十
三
日
条
（
20
） 
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研究ノート

一
今
日
御
金
蔵
封
印
切
替
候
ニ
付
、
出

（
大
番
頭
大
久
保
教
孝
）

雲
守
同
道
ニ
而
、
直
ニ
同
人
小
屋
江
罷
越
、
平

服
ニ
被
成
候
、
無
程
御
門
番
頭
・
御
蔵
奉
行
・　

御
殿
番
重
野
長
左
衛
門
・
同
見

習
三
輪
市
十
郎
被
参
候
間
、
先
江
罷
越
候
様
申
達
候
処
、
御
門
番
幷
御
蔵
奉
行
ニ

者
残
り
被
居
候
、
我
等
共
御
門
番
衆
連
印
之
封
、
扣
共
四
枚
我
等
方
ニ
而
認
持
参

致
し
候
ニ
付
、
各
調
印
致
し
候
、
（
中
略
）

一
御
金
蔵
鍵
箱
封
印
左
之
通
、
（
図
省
略
）
右
御
金
蔵
封
印
切
替
相
済
候
為
御
届
、
以

使
者
所

（
松
平
乗
寛
）

司
代
江
申
達
候
、
尤
御
金
出
入
等
有
之
、
御
金
員
数
相
違
之
節
者
、
両
名

自
書
封
書
付
所
司
代
江
致
進
達
候
得
共
、
今
日
者
員
数
相
違
無
之
候
ニ
付
、
先
格

之
通
其
儀
無
之
、

　

右
の
史
料
か
ら
、
大
番
両
組
と
御
門
番
頭
、
ほ
か
に
御
蔵
奉
行
・
御
殿
番
ら
が
立
ち
会
っ

て
金
蔵
の
封
印
を
切
り
替
え
た
旨
の
届
が
所
司
代
へ
知
ら
さ
れ
て
い
る
。
所
司
代
は
封
印
の

場
に
は
立
ち
会
わ
な
い
が
、
こ
れ
が
完
了
し
た
旨
の
報
告
を
受
け
る
立
場
に
あ
っ
た
。

ま
た
、
③
二
条
城
近
辺
で
火
事
が
起
き
た
際
に
所
司
代
が
出
向
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
日

記
』
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
九
月
晦
日
条
に
「
今
午
半
刻
頃
大
宮
通
姉
小
路
下
ル
町
出
火

ニ
付
、
直
ニ
野
襠
火
事
羽
織
着
用
、
乗
馬
ニ
而
二
条　

御
城
外
見
廻
り
、
夫
ゟ
北
之
方
御
門

ニ
而
下
馬　

御
城
入
い
た
し
候
、
東
之
方
ゟ
南
之
方
江
見
廻
り
候
処
、
別
条
無
之
追
々
鎮
火

ニ
付
、
西
之
御
門
ゟ　

御
城
出
帰
宅
い
た
し
候
」
と
あ
っ
て
、
酒
井
忠
義
の
時
代
に
お
い
て

も
城
近
辺
で
火
事
が
あ
っ
た
場
合
は
、
所
司
代
が
入
城
し
こ
れ
を
見
廻
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
火
消
役
が
消
火
の
た
め
入
城
す
る
場
合
に
は
所
司
代
に
届
け
が
出
さ
れ
た
が
、
実
際

に
入
城
す
る
際
に
は
御
門
に
お
い
て
印
鑑
改
め
を
受
け
る
必
要
が
あ
っ
た
（
21
）
。
こ
の
印

鑑
は
事
前
に
大
番
頭
へ
提
出
さ
れ
た
も
の
で
（
22
）
、
す
な
わ
ち
火
災
時
の
対
応
も
所
司
代

の
一
方
的
な
指
示
の
も
と
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
大
番
頭
ら
と
の
連
携
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　
　

（
2
）
所
司
代
の
二
条
城
出
入
り

成
立
年
未
詳
『
有
司
勤
仕
録
（
23
）
』
の
京
都
所
司
代
の
項
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

一
二
条
御
城
、
所
司
代
屋
敷
ゟ
出
入
之
御
門
は
、
所
司
代
ゟ
諸
番
所
を
置
、
常
に
は

〆
切
、
大
番
頭
衆
も
所
司
代
江
用
事
有
之
時
は
其
段
を
断
、
御
門
明
さ
せ
往
来
す
、

一
年
に
二
度
程
、
百
日
目
付
と
同
道
し
て
、
御
城
内
見
分
有
之
、
此
節
御
殿
番
ゟ
御

殿
向
悉
く
掃
除
し
、
待
請
て
見
分
す
、

　

所
司
代
上
屋
敷
は
二
条
城
の
北
隣
に
位
置
し
、
所
司
代
が
入
城
す
る
際
は
北
御
門
（
現
在

の
北
大
手
門
）
か
ら
出
入
り
し
た
。す
な
わ
ち
右
の
史
料
一
条
目
に
見
ら
れ
る
「
出
入
之
御
門
」

は
北
御
門
を
指
し
、
ま
た
北
御
門
に
出
入
り
の
者
が
あ
る
場
合
は
所
司
代
へ
知
ら
さ
れ
た
。

ま
た
、
『
向
山
誠
斎
雑
記
』
甲
寅
（
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
）
雑
綴
の
「
職
掌
録
（
24
）
」

に
も
、「
毎
年
両
度
ツ
ヽ
二
条
御
城
内
外
御
目
付
差
添
見
分
有
之
」と
あ
っ
て
、『
有
司
勤
仕
録
』

二
条
目
と
同
じ
く
、
所
司
代
の
職
掌
と
し
て
、
年
に
二
度
所
司
代
と
目
付
が
同
道
し
て
二
条

城
を
見
分
（
検
分
）
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
酒
井
忠
義
の
『
日

記
』
に
は
所
司
代
と
目
付
が
と
も
に
入
城
し
て
城
内
を
見
分
し
た
記
録
は
見
え
な
い
。
ま
た

目
付
が
入
城
し
て
い
る
の
は
『
日
記
』
か
ら
見
え
る
限
り
九
月
の
目
付
交
代
時
（
25
）

の
み

で
、
所
司
代
は
目
付
が
北
御
門
か
ら
入
城
す
る
旨
の
報
告
を
受
け
る
に
留
ま
っ
て
い
る
（
26
）
。

つ
ま
り
、
『
有
司
勤
仕
録
』
や
「
職
掌
録
」
に
記
さ
れ
た
職
務
内
容
と
は
齟
齬
が
あ
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
「
職
掌
録
」
は
安
政
元
年
の
も
の
で
、
酒
井
忠
義
の
所
司
代
在
任
時
と
ほ

ぼ
同
時
期
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
よ
う
な
齟
齬
が
生
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
二
条
城

巡
回
職
務
が
簡
略
化
さ
れ
、
規
定
さ
れ
た
職
務
と
実
態
と
は
乖
離
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

で
は
、
酒
井
の
時
代
に
お
い
て
所
司
代
が
入
城
す
る
の
は
ど
の
よ
う
な
と
き
か
。
酒
井
の

『
日
記
』
か
ら
は
、
所
司
代
は
就
任
後
の
上
京
時
（
次
章
参
照
）
と
正
月
の
元
日
、
ま
た
大

番
頭
の
交
代
時
の
み
二
条
城
に
入
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
酒
井
が
本
丸

を
含
む
二
条
城
全
体
を
見
分
し
た
の
は
、
現
在
確
認
で
き
る
限
り
一
回
目
の
所
司
代
就
任
直

後
の
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
正
月
の
み
で
、
そ
の
ほ
か
は
北
御
門
か
ら
入
り
二
の
丸
番
所

へ
向
か
っ
た
後
、
す
ぐ
に
所
司
代
屋
敷
へ
帰
っ
て
い
る
。
酒
井
の
前
代
の
所
司
代
で
あ
る
本

多
忠
民
の
『
所
司
代
日
記
』
で
も
二
条
城
全
体
を
見
廻
っ
た
記
録
は
見
え
ず
、
ま
た
こ
れ
ら

は
二
条
城
見
分
の
た
め
で
は
な
く
、
両
番
頭
と
二
条
在
番
の
番
衆
へ
の
面
通
し
を
目
的
と
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
従
来
言
わ
れ
て
き
た
よ
う
な
、
所
司
代
が
日
常
的
に
二
条
城
自
体
の

管
理
・
守
衛
を
管
掌
し
て
い
た
様
子
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

（
3
）
所
司
代
と
二
条
在
番

　

で
は
、
実
際
二
条
城
の
守
衛
を
担
っ
て
い
た
二
条
在
番
と
の
関
係
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
か
。
さ
き
に
挙
げ
た
通
り
、『
国
史
大
辞
典
』
に
は
「
二
条
在
番
の
大
番
頭
と
は
軍
事
・

治
安
面
で
常
に
密
接
な
関
係
を
保
持
し
て
い
た
（
27
）
」
と
あ
る
。
こ
の
「
密
接
な
関
係
」
は
『
日 

記
』
上
ど
の
よ
う
に
表
さ
れ
て
い
る
か
。

　

ま
ず
、
大
番
頭
は
毎
月
一
日
と
十
五
日
に
月
次
の
礼
と
し
て
上
屋
敷
を
訪
れ
所
司
代
と
対
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面
し
て
い
る
。
時
代
は
前
後
す
る
が
、
二
条
在
番
側
の
史
料
で
あ
る
『
二
条
在
番
中
手
留
』

（
文
政
三
年
）
に
は
一
日
と
十
五
日
に
番
頭
ら
が
「
供
揃
」
し
て
所
司
代
の
も
と
へ
行
き
、「
安

否
口
上
」
を
し
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
（
28
）
、
在
番
衆
ら
が
揃
っ
て
所
司
代
上
屋
敷
へ
挨

拶
に
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
端
午
や
七
夕
、
重
陽
の
節
句
な
ど
の
折
に
は
、
大

番
頭
が
上
屋
敷
を
訪
れ
礼
を
行
っ
て
い
る
（
29
）
。

　

ま
た
、
『
日
記
』
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
十
一
月
二
十
七
日
条
に
は
「
大
御
番
頭
江
此

度　

姫
宮
御
誕
生
ニ
付
田（

徳

川

慶

頼

）

安
中
納
言
殿
・
徳
川
刑（

慶
喜
）

部
卿
殿
被
献
物
ニ
付
、
右
使
組
頭
江
可
被

申
渡
之
旨
、
以
書
付
家
来
之
者
江
公
用
人
共
ゟ
相
達
」
と
あ
っ
て
、
前
月
の
孝
明
天
皇
の
姫

宮
誕
生
に
あ
た
っ
て
、
組
頭
が
御
三
卿
か
ら
禁
裏
へ
の
献
物
の
使
者
を
務
め
る
件
に
つ
い
て

大
番
頭
へ
伝
え
ら
れ
た
旨
が
所
司
代
へ
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
30
）
。
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る

通
り
、
所
司
代
に
は
朝
幕
間
の
折
衝
に
当
た
る
と
い
う
役
割
が
あ
り
（
31
）
、
こ
の
よ
う
な

事
例
に
つ
い
て
も
所
司
代
と
大
番
頭
と
が
逐
一
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
徳
川
家
茂
が
将
軍
宣
下
さ
れ
、
天
璋
院
が
従
三
位
を
勅
許
さ
れ
た
際
に
は
、

大
番
頭
や
伏
見
奉
行
・
町
奉
行
ら
、
ま
た
二
条
御
門
番
頭
以
下
の
一
統
が
所
司
代
上
屋
敷
を

訪
れ
挨
拶
を
し
た
（
32
）
。
こ
の
よ
う
に
、
所
司
代
と
二
条
在
番
の
大
番
頭
ら
の
接
触
の
場
は
、

基
本
的
に
二
条
城
で
は
な
く
所
司
代
の
上
屋
敷
で
あ
っ
た
。

　

以
上
か
ら
、
二
条
城
に
関
わ
る
所
司
代
の
職
務
は
、
①
二
条
在
番
衆
の
交
代
後
に
大
番
頭

以
下
の
衆
に
対
面
す
る
こ
と
、
②
二
条
城
内
の
御
金
蔵
の
封
印
を
監
督
す
る
こ
と
、
③
二
条

城
近
辺
で
火
事
が
起
き
た
際
に
出
向
く
こ
と
（
以
上
「
勤
方
心
得
」
）
、
④
年
に
二
度
所
司
代

と
目
付
が
同
道
し
て
二
条
城
を
見
分
す
る
こ
と
（
『
有
司
勤
仕
録
』
・
「
職
掌
録
」
）
が
挙
げ
ら

れ
る
。
こ
の
う
ち
所
司
代
が
定
期
的
に
二
条
城
に
入
城
す
べ
き
職
務
は
①
と
④
だ
が
、
幕
末

の
酒
井
忠
義
期
に
お
い
て
は
①
は
変
わ
ら
ず
行
わ
れ
た
一
方
で
、
④
は
行
わ
れ
な
く
な
っ
て

い
た
。
①
は
在
番
衆
と
の
対
面
を
目
的
と
し
て
お
り
、
つ
ま
り
所
司
代
が
二
条
城
を
見
分
し

管
掌
す
る
た
め
の
職
務
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
状
況
は
幕
末

ゆ
え
の
も
の
で
あ
る
の
か
、
い
つ
か
ら
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
の
か
は
、
史
料
の
制
約

か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
所
司
代
に
と
っ
て
二
条
城
は
職
務
を
行
う
日
常

的
な
場
で
は
な
く
、
特
別
な
儀
礼
の
場
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
（
33
）
。
そ
し
て

そ
の
日
常
的
な
接
点
は
、
直
接
二
条
城
を
守
衛
す
る
二
条
在
番
ら
と
の
関
係
に
あ
っ
た
。
そ

こ
で
次
章
で
は
所
司
代
が
二
条
城
と
関
わ
る
最
初
の
儀
礼
で
あ
る
所
司
代
就
任
時
の
上
京
を

例
と
し
て
、
そ
れ
に
関
わ
る
人
々
の
検
討
か
ら
所
司
代
と
二
条
城
の
位
置
づ
け
を
探
り
た
い
。

　

二　

所
司
代
の
上
京
と
二
条
城

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
、
酒
井
忠
義
の
二
度
目
の
所
司
代
就
任
（
34
）

に
お
け
る
上
京

の
行
程
は
本
書
二
三
八
頁
の
図
の
通
り
で
あ
る
。
酒
井
は
八
月
十
六
日
に
江
戸
を
出
発
し
、

東
海
道
を
通
っ
て
九
月
三
日
に
京
都
へ
到
着
し
た
。
そ
し
て
所
司
代
上
京
の
ゴ
ー
ル
は
、
二

条
城
へ
の
入
城
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
二
条
城
は
、
所
司
代
の
政
務
開
始
に
お
け
る
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
で
あ
っ
た
と
言
え
る
（
35
）
。

上
京
の
道
中
に
お
け
る
酒
井
の
日
記
に
は
、
様
々
な
階
層
の
人
々
が
行
き
交
っ
て
い
る
様

子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
酒
井
は
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
に
お
け
る
一
度
目
の
所

司
代
就
任
時
も
東
海
道
を
通
っ
て
上
京
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
の
史
料
（
36
）

を
用
い
た
菅

良
樹
氏
の
論
稿
（
37
）

で
は
、
所
司
代
は
城
主
レ
ベ
ル
の
諸
侯
と
誼
を
通
じ
て
お
く
必
要
が

あ
っ
た
こ
と
や
、
酒
井
に
は
京
都
近
辺
や
九
州
の
譜
代
大
名
と
の
連
携
が
求
め
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
と
く
に
九
州
の
諸
藩
と
の
関
係
に
お
い
て
「
相
互
に
連
絡
を
取
り
合
う

対
象
が
、
原
則
決
め
ら
れ
て
い
た
可
能
性
（
38
）
」
を
示
唆
し
て
い
る
。

加
え
て
、
『
日
記
』
に
は
上
京
の
道
中
で
各
宿
所
へ
商
人
（
後
藤
縫
殿
助
・
茶
屋
四
郎
次

郎
の
名
代
な
ど
）
等
が
挨
拶
に
訪
れ
て
い
る
様
子
や
、
大
坂
在
番
・
加
番
の
衆
と
行
き
違
っ

て
い
る
様
子
な
ど
も
見
え
、
大
名
ク
ラ
ス
に
留
ま
ら
な
い
様
々
な
階
層
の
人
々
が
所
司
代
と

関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
酒
井
忠
義
の
所
司
代
就
任
後

の
上
京
時
、
と
く
に
大
津
か
ら
の
行
程
を
例
と
し
て
、
こ
れ
に
関
わ
る
人
々
に
つ
い
て
若
干

の
考
察
を
加
え
た
い
。

　
　

（
1
）
大
津
か
ら
所
司
代
屋
敷
ま
で

　

九
月
三
日
、
大
津
駅
を
出
立
し
た
酒
井
は
、
三
井
寺
門
前
・
山
科
・
諸
羽
神
社
・
十
禅
寺
・

四
之
宮
村
・
安
禅
寺
門
前
・
薮
下
を
通
行
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
出
迎
え
た
人
々
は
図

①
～
⑧
の
通
り
で
あ
る
。
必
ず
し
も
近
場
の
者
が
出
迎
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
酒

井
の
前
代
の
所
司
代
で
あ
る
本
多
忠
民
の
上
京
時
も
ほ
ぼ
同
じ
人
物
が
同
じ
場
所
で
出
迎
え

を
行
っ
て
い
る
（
39
）
。
菅
氏
が
大
名
に
関
し
て
指
摘
し
た
の
と
同
様
、
所
司
代
の
出
迎
え 

を
行
え
る
寺
社
や
商
人
も
予
め
定
め
ら
れ
て
お
り
、
出
迎
え
を
行
う
こ
と
が
一
種
の
権
益
と
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な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
（
40
）
。
所
司
代
が
上
京
す
る
際
に
は
、
「
町
人
共
」
が
「
先
例

の
場
所
（
41
）
」
で
迎
え
る
よ
う
に
と
す
る
町
触
が
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
に
は
す
で
に

確
認
で
き
る
が
（
42
）
、
図
⑨
に
み
え
る
人
々
が
出
迎
え
を
行
う
「
町
人
共
」
で
あ
っ
た
（
43
）
。

　

東
海
道
の
終
着
点
で
あ
る
三
条
大
橋
へ
は
、
町
奉
行
を
は
じ
め
役
付
き
の
人
々
が
出
迎
え

に
訪
れ
て
い
る
（
図
⑪
）
。
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
の
場
合
、
ま
ず
両
町
奉
行
の
岡
部
豊
常
・

小
笠
原
長
常
が
三
条
大
橋
東
詰
に
て
出
迎
え
、
続
い
て
両
御
門
番
頭
・
御
殿
預
・
大
津
代
官
・

鉄
炮
奉
行
・
過
書
船
支
配
・
御
茶
師
・
御
蔵
奉
行
・
大
工
頭
と
そ
の
見
習
・
禁
裏
御
賄
頭
・

賀
茂
川
堤
奉
行
・
御
医
師
・
御
薬
園
預
・
禁
裏
医
師
・
御
連
歌
師
ら
が
出
迎
え
た
。

　

酒
井
は
自
分
組
（
所
司
代
付
き
）
の
与
力
・
同
心
ら
に
先
導
さ
れ
所
司
代
上
屋
敷
に
入
り
、

伏
見
奉
行
・
大
番
頭
・
町
奉
行
な
ど
が
こ
れ
を
出
迎
え
、
下
座
敷
で
は
三
輪
嘉
之
助
・
中
井

小
膳
・
中
井
保
三
郎
ら
地
役
の
面
々
が
出
迎
え
た
。
上
屋
敷
に
お
い
て
酒
井
は
、
諸
侯
と
の

面
会
・
挨
拶
と
、
「
御
朱
印
」
の
入
っ
た
箱
や
御
仕
置
例
類
集
・
御
定
書
な
ど
を
引
き
渡
す

儀
式
を
行
っ
て
い
る
。
荒
木
裕
行
氏
は
、
こ
の
儀
式
は
前
所
司
代
か
ら
引
き
継
が
れ
る
も
の

で
、
「
御
朱
印
」
と
は
将
軍
の
朱
印
が
捺
さ
れ
た
判
紙
を
指
す
と
推
測
し
て
い
る
（
44
）
。
そ

し
て
上
屋
敷
に
て
儀
式
や
挨
拶
を
終
わ
ら
せ
た
あ
と
、
所
司
代
は
二
条
城
へ
入
城
す
る
。

　
　

（
2
）
所
司
代
上
京
時
の
入
城
に
関
わ
る
人
々

所
司
代
上
屋
敷
を
出
た
酒
井
を
北
御
門
に
至
る
外
堀
に
掛
か
る
橋
（
45
）

に
て
出
迎
え
た

の
は
、
上
屋
敷
で
出
迎
え
た
の
と
同
じ
く
、
地
役
の
三
輪
嘉
之
助
（
御
殿
預
）
・
中
井
小
膳

（
大
工
頭
）
・
中
井
保
三
郎
（
小
膳
の
養
子
で
大
工
頭
見
習
）
で
あ
っ
た
（
本
書
二
一
四
頁
参

考
図
1
参
照
）
。
彼
ら
が
「
大
御
門
」
＝
北
御
門
か
ら
城
内
に
入
る
と
、
二
の
御
門
内
で
出

迎
え
た
の
は
御
門
番
頭
・
御
鉄
砲
奉
行
・
御
蔵
奉
行
・
御
大
工
頭
・
御
破
損
奉
行
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
「
大
工
頭
」
＝
中
井
小
膳
が
登
場
す
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
中
井
は
門
内
す

な
わ
ち
城
内
に
お
い
て
は
大
工
頭
と
い
う
役
職
者
と
し
て
所
司
代
に
扈
従
し
た
こ
と
が
伺
え

る
。
そ
う
し
て
こ
こ
か
ら
は
御
破
損
奉
行
が
先
導
し
、
足
軽
番
所
前
で
は
大
御
番
頭
が
所
司

代
を
出
迎
え
た
。
そ
し
て
二
の
丸
大
御
番
所
に
着
い
た
所
司
代
は
、
大
御
番
頭
・
組
頭
の
正

面
に
着
座
し
て
「
上
意
之
趣
」
（
将
軍
の
意
）
を
言
い
渡
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
所
司
代
は

江
戸
に
あ
る
将
軍
の
意
を
享
け
て
二
条
城
に
入
り
、
そ
こ
に
控
え
る
諸
役
者
た
ち
も
ま
た
、

当
然
な
が
ら
幕
府
の
役
職
者
と
し
て
二
条
城
に
在
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
所
司
代
上
屋
敷
や
北
御
門
で
所
司
代
を
出
迎
え
こ
れ
を
先
導
し
た
の
は
、

御
殿
預
の
三
輪
と
大
工
頭
の
中
井
父
子
で
あ
っ
た
。
辻
真
澄
氏
が
「
幕
府
か
ら
派
遣
さ
れ
る

エ
リ
ー
ト
役
人
達
（
大
名
や
旗
本
）
と
い
え
ど
も
、
公
家
や
寺
社
が
混
在
し
独
特
の
雰
囲
気

を
持
っ
た
京
都
で
仕
事
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
に
は
、（
中
略
）
京
都
在
住
の
与
力
・
同
心
（
京

都
地
役
人
）
の
知
識
や
力
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
部
分
が
多
か
っ
た
（
46
）
」
と
言
う
よ
う
に
、

三
輪
や
中
井
は
御
殿
預
や
大
工
頭
と
い
う
立
場
に
留
ま
ら
ず
、
京
都
に
お
け
る
所
司
代
の
職

務
執
行
を
支
え
た
存
在
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
彼
ら
地
役
の
存
在
を
前
提
と
し
て
所
司
代
の

職
務
が
あ
っ
た
と
も
言
え
、
実
際
、
三
輪
以
下
の
三
名
は
入
城
時
の
み
な
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
場

面
で
所
司
代
を
先
導
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
例
え
ば
酒
井
が
参
内
す
る
際
に
は
取
持
ち

と
し
て
先
達
し
（
47
）
、
泉
涌
寺
が
炎
上
後
再
建
さ
れ
た
際
の
見
分
で
も
先
ん
じ
て
酒
井
を

出
迎
え
た
（
48
）
。
そ
の
中
で
、
中
井
小
膳
が
城
内
に
お
い
て
は
「
大
工
頭
」
と
し
て
登
場

す
る
こ
と
は
示
唆
的
で
、
二
条
城
内
に
お
い
て
は
あ
く
ま
で
幕
府
役
人
と
し
て
所
司
代
上
京

の
儀
礼
に
参
加
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
　

（
3
）
所
司
代
上
京
に
対
す
る
京
都
町
人
の
認
識

　

所
司
代
の
上
京
に
関
し
て
、
老
中
が
同
道
す
る
場
合
（
「
引
渡
上
京
」
）
に
つ
い
て
の
荒
木

裕
行
氏
の
論
稿
に
よ
れ
ば
、
老
中
が
所
司
代
と
と
も
に
上
京
し
て
京
都
や
大
坂
市
中
を
巡
見

し
た
こ
と
は
、
幕
府
の
権
威
を
民
衆
に
意
識
さ
せ
る
意
義
が
あ
っ
た
と
い
う
（
49
）
。
本
稿

で
素
材
と
し
て
い
る
酒
井
忠
義
の
上
京
で
は
老
中
は
同
道
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
位
置
づ
け

は
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
節
で
は
、と
く
に
「
京
都
町
人
」
に
視
点
を
う
つ
し
、

彼
ら
が
所
司
代
の
上
京
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
か
見
て
い
き
た
い
。

　

『
京
都
町
触
集
成
』
一
二
巻
‐
八
四
二
号
文
書
に
「
酒
井
若（

忠
義
）

狭
守
殿
所
司
代
被
仰
付
候
間
、

其
段
洛
中
洛
外
江
可
相
触
も
の
也
」
と
あ
り
、
ま
た
次
の
町
触
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
所
司

代
が
上
京
し
て
く
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
ず
町
奉
行
か
ら
洛
中
洛
外
へ
触
れ
だ
さ
れ
て
い
る
。

史
料
3　

京
都
町
触
集
成　

一
二
巻
‐
八
五
一

　
　

一
酒
井
若
狭
守
殿
御
所
司
代
被
仰
付
近
々
御
上
京
候
間
、
前
々
御
迎
イ
ニ
罷
出
候
者
共

御
着
日
限
承
合
、
京
都
町
人
共
先
例
之
場
所
へ
罷
可
出
候
、

　
　

一
若
狭
守
殿
御
上
京
已
後
寺
社
町
方
諸
礼
之
事
、
日
限
相
極
メ
重
而
申
可
触
候
間
、
夫

迄
者
罷
出
間
敷
候
、

　
　

右
之
趣
洛
中
洛
外
寺
社
幷
ニ
町
中
へ
可
相
触
も
の
也
、

　
　
　
　
　

午
（
安
政
五
年
）

八
月
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さ
き
に
述
べ
た
通
り
、
所
司
代
の
上
京
時
に
は
「
京
都
町
人
共
」
が
「
先
例
之
場
所
」
で

出
迎
え
る
慣
例
で
あ
っ
た
。
こ
の
所
司
代
の
出
迎
え
は
一
種
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
捉
え
ら
れ

て
い
た
よ
う
で
、
出
迎
え
に
赴
く
「
年
寄
共
」
が
前
日
か
ら
「
御
迎
場
」
に
屏
風
や
夜
具
な

ど
を
持
参
し
て
泊
ま
り
込
み
、
料
理
人
を
雇
っ
て
酒
宴
を
催
す
こ
と
を
禁
止
す
る
町
触
れ
も

出
さ
れ
て
い
る
（
50
）
。

　

ま
た
、
所
司
代
上
京
の
道
な
り
の
家
々
は
前
夜
に
行
灯
を
灯
す
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
た
。
た
だ
し
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
の
酒
井
忠
義
の
例
で
は
「
御
隠
便
中
」
す
な
わ
ち

七
月
に
将
軍
家
定
が
死
去
し
た
こ
と
を
憚
り
、
行
灯
を
出
す
こ
と
は
免
除
さ
れ
て
い
る
（
51
）
。

　

さ
ら
に
、
所
司
代
が
通
行
す
る
際
に
は
、
町
人
や
百
姓
は
平
伏
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ

れ
は
所
司
代
が
上
京
す
る
に
あ
た
っ
て
毎
度
出
さ
れ
る
お
触
れ
で
、
市
中
通
行
時
に
は
駕
籠

の
ま
ま
行
き
違
っ
た
り
、
頭
巾
や
笠
・
手
拭
を
被
っ
た
ま
ま
で
い
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
酒
井
忠
義
の
時
代
に
は
「
近
き
頃
別
而
相
弛
ミ
（
52
）
」
（
近
頃
と
り
わ
け
緩
ん

で
い
る
）
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
次
の
史
料
に
見
え
る
よ
う
に
、
市
中
に
お
い
て
所
司
代
の
家
来
は
、
そ
の
威
光
を

振
り
か
ざ
し
横
暴
な
振
る
舞
い
を
す
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
お
り
、
酒
井
の
上
京
に
際
し
て

所
司
代
の
家
来
が
芝
居
や
相
撲
な
ど
人
で
賑
わ
う
場
所
や
、
女
郎
屋
・
旅
籠
屋
・
居
酒
屋
な

ど
に
出
向
く
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。

史
料
4　

京
都
町
触
集
成　

一
二
巻
‐
八
七
四

　
　
　

所
司
代
家
来
と
見
受
候
歟
、
又
者
家
来
之
由
ニ
而
万
一
於
町
方
御
威
光
ヶ
間
敷
儀
有

之
、
押
而
買
或
者
金
銭
品
物
等
押
借
い
た
し
、
不
法
之
儀
有
之
候
ハ
ヽ
、
名
前
相
糾
、

行
先
見
届
候
而
早
々
町
奉
行
所
江
可
訴
出
候
、

一
芝
居
、
角
力
、
格
別
人
込
之
場
所
、
売
女
屋
、
旅
籠
や
幷
居
酒
屋
等
、
所
司
代
家

中
末
々
迄
不
罷
越
様
申
渡
有
之
候
由
、
尤
右
体
之
場
所
江
者
見
廻
り
之
者
差
出
候

得
共
、
右
場
所
ニ
而
法
外
之
儀
有
之
候
ハ
ヽ
、
是
又
見
咎
次
第
誰
人
た
り
共
不
及

遠
慮
可
申
出
候
、

一
所
司
代
家
中
町
家
江
諸
品
買
掛
り
不
致
様
申
渡
有
之
候
間
、
売
掛
ヶ
致
置
申
間
敷

候
、

一
所
司
代
由
緒
有
之
歟
、
又
者
心
易
出
入
候
由
を
申
立
、
諸
願
当
取
持
可
申
達
抔
と
申
、

或
者
金
銭
を
か
た
り
取
候
も
の
有
之
候
ハ
ヽ
、
是
又
可
申
出
候
、

右
前
条
之
趣
有
〔［

三

］

之
〕
候
ハ
ヽ
、
町
奉
行
所
江
早
々
可
訴
出
候
、
若
遠
慮
も
有
之
候
ハ
ヽ
、

所
司
代
内
役
之
者
迄
早
々
可
申
出
候
、
先
方
意
趣
不
相
含
幷
町
方
入
用
不
相
掛
様
早
々

埒
明
可
遣
候
、
万
一
隠
し
置
不
申
出
、
後
日
於
相
顕
者
可
為
越
度
候
、

右
之
通
り
相
心
得
、
仮
令
聊
た
り
共
可
致
遠
慮
筋
ニ
無
之
候
間
、
如
何
之
儀
有
之
候

ハ
ヽ
町
奉
行
所
江
訴
出
候
歟
、
又
者
所
司
代
内
役
之
者
迄
申
出
候
様
可
致
旨
相
触
候

様
所
司
代
ゟ
被
仰
聞
候
条
、
洛
中
洛
外
江
可
相
触
も
の
也
、

　
　
　
　
　

午
（
安
政
五
年
）

九
月

　

右
の
史
料
か
ら
は
、
所
司
代
と
関
わ
り
を
持
つ
者
が
そ
の
由
緒
を
主
張
し
て
押
し
買
い
を

し
た
り
、
金
銭
を
騙
り
取
っ
た
り
す
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
右
の
触
書
も
所
司
代
が

上
京
す
る
度
に
出
さ
れ
る
恒
例
の
も
の
で
あ
っ
た
。
民
政
に
関
し
て
言
え
ば
、
寛
文
八
年

（
一
六
六
八
）
に
お
け
る
京
都
町
奉
行
の
成
立
に
あ
た
っ
て
、
裁
判
に
お
け
る
所
司
代
の
権

限
は
町
奉
行
に
移
管
さ
れ
（
53
）
、
さ
ら
に
幕
末
の
混
乱
に
よ
る
治
安
悪
化
の
中
で
、
右
の

史
料
か
ら
わ
ず
か
四
年
後
の
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
は
京
都
守
護
職
が
置
か
れ
、
所
司

代
は
そ
の
傘
下
に
入
る
こ
と
に
な
る
が
、
市
民
レ
ベ
ル
で
は
弛
緩
し
な
が
ら
も
「
所
司
代
の

家
来
で
あ
る
こ
と
」
は
、
触
れ
出
さ
れ
る
こ
と
が
慣
例
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
な
お
一
程
度
威

光
あ
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
。

　

以
上
、
本
節
で
は
酒
井
忠
義
の
上
京
を
例
と
し
て
、
そ
の
終
着
点
と
し
て
の
二
条
城
と
、

そ
れ
に
関
わ
る
人
々
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
所
司
代
の
出
迎
え
を
行
っ
た
の
は
幕
府
役
人
と

一
部
の
町
人
た
ち
で
あ
り
、
こ
れ
ら
町
人
に
と
っ
て
、
出
迎
え
を
行
い
う
る
と
い
う
こ
と
は

ひ
と
つ
の
特
権
で
あ
っ
た
。
こ
の
特
権
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
機
能
し
た
の
か
、
今
後
明
ら

か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
上
京
後
の
二
条
城
へ
の
入
城
に
お
い
て
は
、
御
門
番

頭
や
大
番
頭
な
ど
、
二
条
城
に
関
わ
る
幕
府
役
人
が
所
司
代
を
城
内
に
て
案
内
し
た
。
所
司

代
屋
敷
と
二
条
城
に
お
い
て
所
司
代
を
先
導
し
た
の
は
地
役
の
三
輪
と
中
井
父
子
で
、
か
れ

ら
は
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
所
司
代
を
補
佐
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
地
役
の
存
在
を
前
提
と
し

て
所
司
代
の
職
務
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
所
司
代
が
上
京
し
て
く
る
こ
と
は
京

中
に
触
れ
だ
さ
れ
、
町
人
ら
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
前
述
の
通
り
、
正
式
に
出
迎
え
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
町
人
は
定
め
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
道
中
に
行
き
当
た
る
こ
と
は

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
ゴ
ー
ル
地
点
で
あ
る
二
条
城
は
、
幕
末
に
お
い
て
も
幕
府
の
権

威
の
象
徴
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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お
わ
り
に

　

以
上
本
稿
で
は
、
所
司
代
と
二
条
城
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
従
来
、
そ

の
関
係
は
、
所
司
代
が
二
条
城
の
見
分
を
行
っ
て
城
の
管
理
・
守
衛
を
管
掌
し
て
い
た
と
説

明
さ
れ
て
き
た
。
近
年
の
研
究
で
は
、
渡
邊
忠
司
氏
が
御
門
番
組
の
記
録
か
ら
二
条
城
の
警

衛
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
（
54
）
、
こ
と
所
司
代
の
管
掌
に
関
し
て
は
、
史
料
の

制
約
も
あ
り
依
然
具
体
相
が
不
明
な
ま
ま
で
あ
る
。
酒
井
忠
義
の
『
所
司
代
日
記
』
を
見
る

と
、
慣
例
的
な
職
務
で
あ
っ
た
目
付
同
道
に
よ
る
二
条
城
の
見
分
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
二

条
城
全
体
の
管
理
や
直
接
的
な
守
衛
を
行
っ
て
い
た
様
子
は
う
か
が
え
な
い
。
そ
の
実
態
は
、

二
条
在
番
と
の
対
面
、
御
蔵
封
印
や
北
御
門
出
入
の
把
握
な
ど
で
あ
り
、
火
災
の
際
の
出
向

と
い
う
非
常
時
を
除
け
ば
、
す
べ
て
間
接
的
な
関
わ
り
で
あ
っ
た
（
55
）
。
所
司
代
が
二
条

城
の
内
へ
入
る
の
は
正
月
や
大
番
の
交
代
時
な
ど
の
儀
礼
の
際
の
み
で
あ
り
、
従
来
の
認
識

と
実
態
と
は
隔
た
り
が
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
認
識
の
齟
齬
が
生
じ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
そ
の
原
因
は
ま
ず
第
一
に
、

日
記
を
は
じ
め
所
司
代
に
関
連
す
る
史
料
の
調
査
が
い
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

東
谷
智
氏
が
二
〇
〇
八
年
に
「
所
司
代
研
究
は
、
現
状
で
は
史
料
の
発
掘
と
基
礎
事
実
の
積

み
重
ね
が
必
要
な
段
階
で
あ
る
（
56
）
」
と
指
摘
し
た
よ
う
に
、
現
在
で
も
な
お
所
司
代
に

関
連
す
る
史
料
は
散
在
し
た
ま
ま
体
系
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
最
初
に

述
べ
た
通
り
、
本
稿
で
主
要
テ
キ
ス
ト
と
し
た
日
本
史
籍
協
会
編
『
所
司
代
日
記
』
の
原
本

も
所
在
不
明
で
、
異
同
の
確
認
や
全
体
像
の
把
握
す
ら
困
難
で
あ
る
。
今
後
、
日
記
を
含
む

所
司
代
関
連
史
料
の
所
在
調
査
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
（
57
）
。

　

ま
た
第
二
の
原
因
と
し
て
、
二
条
城
研
究
の
立
ち
遅
れ
か
ら
、
二
条
城
に
お
け
る
人
的
構

成
や
守
衛
機
構
の
全
体
像
が
未
だ
把
握
さ
れ
て
お
ら
ず
、
研
究
が
立
ち
遅
れ
て
い
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
所
司
代
と
二
条
城
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
も
ま
た
進
ん
で
お

ら
ず
、
な
ぜ
所
司
代
が
北
御
門
を
管
掌
す
る
に
至
っ
た
の
か
、
幕
末
以
前
の
二
条
城
の
見
分

が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
の
か
な
ど
、
依
然
と
し
て
課
題
は
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
点
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

【
注
】

（
1
）　

朝
尾
直
弘
「
京
都
所
司
代
」（
林
屋
辰
三
郎
編
『
京
都
の
歴
史
』
四
、学
芸
書
林
、
一
九
六
九
年
）
。

（
2
）　

鎌
田
道
隆
「
所
司
代
体
制
」
（
『
近
世
都
市
・
京
都
』
角
川
書
店
、
一
九
七
六
年
）
。

（
3
）　

藤
井
讓
治
「
徳
川
政
権
成
立
期
の
京
都
所
司
代
」
（
森
杉
夫
先
生
退
官
記
念
会
編
『
政
治
経

済
の
史
的
研
究
』
巖
南
堂
書
店
、
一
九
八
三
年
）
。

（
4
）　

小
倉
宗
『
江
戸
幕
府
上
方
支
配
機
構
の
研
究
』
（
塙
書
房
、
二
〇
一
一
年
）
。
と
く
に
ａ
「
上

方
支
配
機
構
に
お
け
る
裁
判
と
行
政
―
―
『
御
仕
置
例
類
集
』
の
検
討
を
中
心
に
」
（
初
出

二
〇
〇
八
年
）
、
ｂ
「
上
方
支
配
機
構
に
お
け
る
京
都
・
大
坂
町
奉
行
―
―
「
上
方
の
評
定
所
」

と
し
て
」
（
初
出
二
〇
〇
九
年
）
を
参
照
。

（
5
）　

菅
良
樹
『
近
世
京
都
・
大
坂
の
幕
府
支
配
機
構
』
（
清
文
堂
、
二
〇
一
四
年
）
。

（
6
）　

東
谷
智
「
松
平
忠
周
の
所
司
代
就
任
と
幕
府
発
給
文
書
に
つ
い
て
―
―
信
濃
国
上
田
藩 

　
　
　

松
平
家
文
書
の
内
の
所
司
代
関
連
文
書
の
紹
介
を
中
心
に
」
（
『
甲
南
大
学
紀
要　

文
学
編
』 

　
　
　

一
五
四
、
二
〇
〇
七
年
）
。

（
7
）　

前
掲
藤
井
注
（
3
）
論
文
、
一
三
頁
。
藤
井
氏
は
こ
の
条
文
に
つ
い
て
、
二
条
城
の
「
北

門
の
う
へ
」
と
読
む
こ
と
も
で
き
る
が
、
城
郭
の
門
の
う
え
が
公
事
裁
許
の
場
と
な
っ
た

と
は
考
え
に
く
く
、
検
討
の
余
地
は
あ
る
も
の
の
、
後
の
所
司
代
屋
敷
の
位
置
と
合
致
す

る
「
北
門
の
か
み
（
＝
北
）
」
と
理
解
す
る
、
と
し
て
い
る
。

（
8
）　

菅
良
樹
「
近
世
後
期
に
お
け
る
所
司
代
制
度
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
（
前
掲
菅
注
（
5
）
書

所
収
、
初
出
二
〇
一
〇
年
）
。

（
9
）　

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
二
八
年
。

（
10
）　

日
記
は
全
十
三
冊
だ
が
、
う
ち
第
一
冊
の
旧
龍
野
藩
主
脇
坂
安
宅
記
を
欠
い
て
い
る
。
そ　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　

の
た
め
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
は
旧
岡
崎
藩
主
本
多
忠
民
及
び
旧
小
浜
藩
主
酒
井
忠
義
記
を 

　
　
　

含
む
十
二
冊
分
で
あ
る
。　

（
11
）　

請
求
記
号
：P

R
@
1
@
1

。

（
12
）　

鎌
田
道
隆
「
寛
文
の
改
革
」
（
『
近
世
都
市
・
京
都
』
角
川
書
店
、
一
九
七
六
年
）
。

（
13
）　

村
田
路
人
「
享
保
の
国
分
け
と
京
都
・
大
坂
両
町
奉
行
の
代
官
支
配
」
（
『
近
世
畿
内
近
国

支
配
論
』
塙
書
房
、
二
〇
一
九
年
、
初
出
一
九
九
八
年
）
。

（
14
）　

前
掲
小
倉
注
（
4
）
ａ
・
ｂ
論
文
、
お
よ
び
「
上
方
に
お
け
る
幕
府
の
支
配
機
構
―
―
身

分
上
の
「
支
配
」
関
係
と
職
務
上
の
指
揮
監
督
関
係
」
（
前
掲
注
（
4
）
書
所
収
、
初
出

二
〇
〇
八
年
）
、
「
京
都
・
大
坂
の
幕
府
機
構
と
町
奉
行
―
―
二
人
制
に
注
目
し
て
」
（
同
書
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所
収
、
初
出
二
〇
〇
九
年
）
。

（
15
）　

『
国
史
大
辞
典
』
「
京
都
所
司
代
」
（
煎
本
増
夫
執
筆
）
。

（
16
）　

田
中
暁
龍
「
天
和
・
貞
享
期
の
京
都
所
司
代
勤
方
心
得
と
そ
の
変
容
」
（
『
近
世
前
期
朝
幕

関
係
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
、
初
出
二
〇
〇
九
年
）
。

（
17
）　

菅
良
樹
「
近
世
前
中
期
に
お
け
る
京
都
所
司
代
に
よ
る
朝
廷
統
制
と
上
方
行
政
」
（
前
掲
菅

注
（
5
）
書
所
収
、
初
出
二
〇
一
一
年
）
。

（
18
）　

『
日
記
』
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
四
月
十
一
日
条
・
同
十
七
日
条
。
所
司
代
に
見
せ
た
「
御

蔵
証
文
」
は
、
こ
の
あ
と
町
奉
行
へ
渡
さ
れ
て
い
る
（
同
十
一
日
条
）
。

（
19
）　

『
日
記
』
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
四
月
十
一
日
条
、
十
六
日
条
。

（
20
）　

『
古
事
類
苑
』（
政
治
部
七
〇
、
一
〇
三
九
頁
）
。
原
史
料
は
神
宮
文
庫
所
蔵
、
第
五
門
一
一
〇
九 

　
　
　

号
。

（
21
）　

樋
爪
修
「
江
戸
時
代
の
京
都
大
名
火
消
―
―
膳
所
藩
を
例
と
し
て
」
（
『
近
江
地
方
史
研
究
』 

　
　
　

二
七
、
一
九
九
二
年
）
。

（
22
）　

藤
本
仁
文
「
近
世
京
都
大
名
火
消
の
基
礎
的
考
察
」
（
『
将
軍
権
力
と
近
世
国
家
』
塙
書
房
、

二
〇
一
八
年
、
初
出
二
〇
〇
五
年
）
。

（
23
）　

『
古
事
類
苑
』
（
官
位
部
七
二
、
一
二
五
六
頁
）
。
原
史
料
は
神
宮
文
庫
所
蔵
、
第
七
門
八
二
七 

　
　
　

号
。

（
24
）　

大
口
勇
次
郎
監
修
・
針
谷
武
志
編
『
向
山
誠
斎
雑
記　

嘉
永
・
安
政
篇
』
第
十
三
巻
、
ゆ
ま 

　
　
　

に
書
房
、
二
〇
〇
二
年
。

（
25
）　

こ
の
「
目
付
」
は
毎
年
二
月
三
日
と
六
月
十
五
日
に
、
所
司
代
と
と
も
に
訴
訟
箱
の
封
を 

　
　
　

行
っ
て
お
り
、
畿
内
の
幕
府
役
人
の
監
察
を
役
職
と
し
て
江
戸
か
ら
毎
年
派
遣
さ
れ
る
「
大 

　
　
　

坂
目
付
」
（
「
百
日
目
付
」
と
も
い
う
）
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
「
大
坂
目
付
」
に
つ
い
て 

　
　
　

は
藤
井
明
広
「
文
化
期
に
お
け
る
大
坂
目
付
の
「
遠
国
御
用
」
︱
︱
京
都
在
勤
時
の
動
向 

　
　
　

を
中
心
に
」
（
『
交
通
史
研
究
』
九
四
、
二
〇
一
九
年
）
参
照
。

（
26
）　

た
と
え
ば
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
九
月
の
例
で
は
、
目
付
の
松
平
新
九
郎
・
坪
内
源
五
郎
、 

　
　
　

大
番
頭
、
地
役
の
面
々
（
御
門
番
頭
等
）
ら
が
所
司
代
屋
敷
に
集
っ
て
将
軍
の
御
機
嫌
伺 

　
　
　

い
や
事
項
の
伝
達
を
行
っ
た
後
、
両
目
付
が
御
蔵
証
文
を
所
司
代
へ
渡
し
、
こ
の
日
城
入
の 

　
　
　

番
衆
と
も
用
談
を
行
っ
た
。
こ
の
と
き
所
司
代
へ
渡
さ
れ
た
御
蔵
証
文
は
公
用
人
を
以
て 

　
　
　

町
奉
行
へ
渡
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
両
目
付
は
北
御
門
か
ら
城
入
し
、
御
番
所 

　
　
　

で
番
衆
へ
将
軍
の
意
を
申
し
渡
し
た
の
ち
、
西
御
門
か
ら
出
城
す
る
旨
を
所
司
代
へ
伝
え 

　
　
　

て
い
る
（
『
日
記
』
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
九
月
五
日
条
）
。

（
27
）　

前
掲
注
（
15
）
。

（
28
）　

前
掲
注
（
20
）
参
照
。

（
29
）　

朔
日
・
十
五
日
、
ま
た
節
句
に
お
け
る
所
司
代
へ
の
出
礼
は
、
大
番
頭
の
ほ
か
地
役
（
京

都
代
官
・
御
門
番
頭
・
御
殿
預
な
ど
）
や
町
奉
行
も
行
っ
て
い
る
（
前
掲
小
倉
注
（
4
）

ｂ
論
文
）
。

（
30
）　

同
十
二
月
一
日
に
は
大
番
組
頭
の
遠
山
三
十
郎
と
森
川
権
六
郎
が
使
者
を
務
め
る
こ
と
が

所
司
代
に
届
け
ら
れ
、
同
三
日
に
組
頭
が
「
御
返
答
書
」
を
所
司
代
へ
渡
し
て
い
る
。

（
31
）　

酒
井
忠
義
と
朝
廷
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
、
仙
波
ひ
と
み
「
幕
末
に
お
け
る
議
奏
の

政
治
的
浮
上
に
つ
い
て
」
（
『
文
化
史
学
』
五
七
、
二
〇
〇
一
年
）
参
照
。
ま
た
前
掲
菅
注

（
17
）
論
文
も
参
照
。

（
32
）　

 

『
日
記
』
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
十
二
月
九
日
条
。

（
33
）　

笠
谷
和
比
古
氏
は
、
二
条
城
の
本
質
を
将
軍
の
地
位
確
立
の
た
め
の
儀
礼
的
装
置
で
あ
っ

た
こ
と
に
見
る
。
ま
た
二
条
城
は
幕
府
が
京
の
街
と
天
皇
・
朝
廷
を
守
護
す
る
存
在
で
あ

る
こ
と
を
象
徴
的
に
表
現
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
（
「
禁
裏
と
二
条
城
を
め
ぐ
る
政
治

的
表
象
―
―
近
世
の
国
制
と
天
皇
」
『
武
家
政
治
の
源
流
と
展
開
―
―
近
世
武
家
会
研
究
論

論
考
』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
一
年
、
初
出
二
〇
〇
六
年
）
。
家
光
以
降
、
将
軍
の
上
洛
及

び
二
条
城
へ
の
登
城
は
途
絶
え
る
が
、
所
司
代
上
京
の
終
着
点
が
二
条
城
で
あ
る
こ
と
も

ま
た
、
二
条
城
が
将
軍
の
儀
礼
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
の
延
長
線
上
で
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。

（
34
）　

酒
井
忠
義
は
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
六
月
か
ら
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
六
月
の
間
所
司 

　
　
　

代
を
務
め
て
い
る
。
こ
の
と
き
の
所
司
代
就
任
は
二
度
目
で
、
一
度
目
は
天
保
十
四
年 

　
　
　

（
一
八
四
三
）
十
一
月
か
ら
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
七
月
の
間
で
あ
る
。

（
35
）　

宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
、
所
司
代
が
松
平
輝
高
（
所
司
代
辞
任
後
、
老
中
）
か
ら
井
上
正

経
に
交
代
す
る
に
あ
た
り
行
わ
れ
た
引
渡
上
京
に
つ
い
て
、
当
時
の
武
家
伝
奏
広
橋
兼
胤
は

「
松
平
右
京
大
夫
為
城
引
渡
上
京
」
（
『
広
橋
兼
胤
公
武
御
用
日
記
』
宝
暦
九
年
正
月
二
十
四

日
条
）
と
記
し
て
お
り
、
荒
木
裕
行
氏
は
こ
の
条
か
ら
、
朝
廷
側
は
老
中
上
京
の
目
的
が

朝
廷
へ
の
新
所
司
代
紹
介
で
は
な
く
、
二
条
城
の
新
所
司
代
へ
の
引
渡
で
あ
る
と
理
解
し

て
い
た
、
と
指
摘
す
る
（
「
所
司
代
赴
任
時
の
老
中
上
京
に
つ
い
て
」
（
『
近
世
中
後
期
の
藩
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と
幕
府
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
七
年
、
初
出
二
〇
一
三
年
）
）
。
ま
た
こ
の
記
述
か

ら
は
、
朝
廷
側
が
二
条
城
は
所
司
代
が
管
掌
す
る
も
の
、
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

（
36
）　

小
浜
市
立
図
書
館
小
浜
酒
井
家
文
庫
蔵
「
従
天
保
十
四
年
至
弘
化
二
年　

御
日
記
目
録
書 

　
　
　

抜
」
（
二
‐
四
‐
一
二
五
号
文
書
）
。

（
37
）　

前
掲
菅
注
（
8
）
論
文
。

（
38
）　

前
掲
菅
注
（
8
）
論
文
（
前
掲
菅
注
（
5
）
書
、
四
一
八
頁
）
。

（
39
） 　

『
日
記
』
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
十
一
月
十
二
日
条
。

（
40
）　

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
は
所
司
代
通
行
時
の
接
待
を
禁
じ
る
法
令
（
『
続
徳
川
実
紀
』

四
‐
三
五
〇
）
が
出
さ
れ
、
次
の
所
司
代
牧
野
忠
恭
の
上
京
時
は
迎
え
に
出
る
人
物
は
惣

代
以
下
七
人
の
み
と
さ
れ
て
お
り
（
『
京
都
町
触
集
成
』
一
二
巻
‐
一
二
二
九
）
、
同
年
の

京
都
守
護
職
設
置
に
伴
い
、
所
司
代
の
出
迎
え
に
も
変
化
が
生
じ
て
い
た
。

（
41
）　

所
司
代
上
京
時
の
町
触
で
は
、
ほ
と
ん
ど
毎
度
「
京
都
町
人
共
先
例
之
場
所
へ
」
迎
え
に

出
る
よ
う
に
町
触
が
出
さ
れ
て
い
る
。
東
谷
智
氏
は
こ
の
「
先
例
之
場
所
」
を
「
山
科
御

廟
野
」
と
す
る
（
前
掲
東
谷
注
（
6
）
論
文
）
。
次
の
注
（
42
）
の
町
触
に
は
、す
で
に
「
先

例
之
通
山
科
御
廟
野
」
ま
で
町
々
年
寄
が
迎
え
に
出
る
よ
う
に
、
と
あ
る
。
ま
た
、
図
⑨

か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
「
山
科
御
廟
野
」
は
京
都
町
人
ら
の
出
迎
え
が
始
ま
る
場
所
で
あ
っ

た
。

（
42
）　

『
京
都
町
触
集
成
』
一
巻
‐
七
〇
七
・
七
〇
九
。

（
43
）　

但
し
、
酒
井
忠
義
の
場
合
は
将
軍
徳
川
家
定
が
死
去
し
た
こ
と
を
憚
っ
て
町
人
共
の
出
迎 

　
　
　

え
は
行
わ
れ
て
い
な
い
（
『
日
記
』
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
九
月
三
日
条
及
び
『
京
都 

　
　
　

町
触
集
成
』
一
二
巻
‐
八
六
四
）
。

（
44
）　

前
掲
荒
木
注
（
35
）
論
文
。

（
45
）　

酒
井
忠
義
の
『
所
司
代
日
記
』
で
は
「
御
城
北
之
御
門
出
橋
」
と
見
え
る
が
、
桑
名
松
平

家
文
書
の
酒
井
記
当
該
箇
所
は
「
土
橋
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
多
忠
民
記
の
初
入

城
時
の
記
事
で
も
「
北
之
御
門
土
橋
」
と
あ
る
。
二
条
城
に
お
い
て
「
門
出
橋
」
と
い
う
名

称
は
ほ
か
に
見
え
ず
、
ま
た
「
出
」
と
「
土
」
の
崩
し
字
は
似
通
っ
て
い
る
た
め
、『
日
記
』

の
当
該
箇
所
は
「
御
城
北
御
門
の
土
橋
」
の
誤
記
ま
た
は
誤
読
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
46
）　

辻
真
澄
「
京
の
御
役
所
、
そ
の
仕
事
と
資
料
―
―
京
都
町
奉
行
所
を
中
心
に
」（
京
都
府
立
総 

　
　
　

合
資
料
館
『
総
合
資
料
館
だ
よ
り
』
一
八
二
、
二
〇
一
五
年
）
、
三
頁
。

（
47
）　

『
日
記
』
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
十
月
二
十
四
日
条
、
同
年
十
二
月
晦
日
条
。

（
48
）　

『
日
記
』
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
四
月
三
日
条
。

（
49
）　

前
掲
荒
木
注
（
35
）
論
文
。

（
50
）　

 

『
京
都
町
触
集
成
』
一
二
巻
‐
八
五
二
。

（
51
）　

 

『
京
都
町
触
集
成
』
一
二
巻
‐
八
六
四
。

（
52
）　

 

『
京
都
町
触
集
成
』
一
二
巻
‐
八
五
五
。

（
53
）　

前
掲
鎌
田
注
（
12
）
。

（
54
）　

渡
邊
忠
司
「
徳
川
政
権
と
京
都
二
條
城
警
衛
体
制
の
確
立
」
（
『
佛
教
大
学
歴
史
学
部
論
集
』

三
、
二
〇
一
三
年
）
、『
近
世
京
都
二
條
城
御
門
番
組
与
力
記
録
』
名
著
出
版
、
二
〇
一
八
年
）
。

（
55
）　

幕
府
の
職
制
を
記
し
た
「
吏
徴
」（
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
成
立
、『
続
々
群
書
類
従
』
七
所
収
）

に
よ
れ
ば
、
二
条
城
の
御
門
番
頭
・
御
鉄
砲
奉
行
・
御
殿
預
は
所
司
代
支
配
で
あ
っ
た
。
し

か
し
酒
井
の
『
日
記
』
に
は
、
所
司
代
が
こ
れ
ら
を
直
接
指
揮
し
て
い
る
様
子
は
見
ら
れ
ず
、

あ
く
ま
で
身
分
上
の
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
な
お
小
倉
宗
氏
は
、
所
司

代
は
「
二
条
城
の
守
衛
を
基
本
的
な
任
務
と
す
る
「
城
代
」
で
は
な
く
、
軍
事
的
な
性
格

を
強
く
帯
び
て
は
い
な
か
っ
た
」
（
前
掲
小
倉
注
（
4
）
ｂ
論
文
、
注
（
4
）
書
一
五
四
頁
）

と
示
唆
し
て
い
る
。

（
56
）　

前
掲
東
谷
注
（
6
）
論
文
、
三
三
頁
。

（
57
）　

桑
名
松
平
家
文
書
に
は
、
刊
本
で
欠
と
な
っ
て
い
る
脇
坂
安
宅
記
写
や
、
刊
本
未
収
録
部

分
を
含
む
酒
井
忠
義
記
等
も
現
存
し
て
い
る
。
ま
た
小
浜
市
立
図
書
館
蔵
酒
井
家
文
庫
に

は
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
～
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
の
酒
井
忠
義
記
の
抜
書
（
前

掲
注
（
36
）
）
が
あ
り
、
さ
ら
に
た
つ
の
市
立
龍
野
歴
史
文
化
資
料
館
蔵
龍
野
文
庫
に
は
嘉

永
六
年
（
一
八
五
三
）
の
脇
坂
安
宅
記
等
が
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
は
備
後
福
山
阿

部
家
史
料
の
阿
部
正
右
記
と
脇
坂
安
宅
記
写
が
存
在
し
て
い
る
。

【
付
記
】
本
文
中
使
用
し
た
史
料
の
閲
覧
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
慶
應
義
塾
大
学

三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
及
び
神
宮
文
庫
に
謝
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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所司代と二条城―酒井忠義『所司代日記』を例として―（杉谷・中西）

二
条

城

鴨川
堀川

二
条

城

上
使

屋
敷

三条口

堀川

東御門

北御門
番場

⑭
上

使
屋

敷
前

・
 上

使
屋

敷
定

番
一

人
・

自
分（

京
都

所
司

代
）組

  外
側

破
損

方
与

力
二

人

⑮
番

場
竹

屋
口

脇
よ

り
猪

熊
の

方
北

側
自

分（
京

都
所

司
代

）組
与

力
・

同
心

共

⑯
上

使
屋

敷
門

前
茶

屋
四

郎
次

郎
名

代
之

者

⑩
蹴

揚
茶

屋

京
都

所
司

代

⑬
三

条
口

柵
外

⑫
堀

川
三

条
橋

西

⑨
右

同
所（

薮
下

）
幷

御
廟

野 ⑧
薮

下

⑦
奴

茶
屋

西
之

方
⑤

四
之

宮
村

⑥
安

禅（
祥

）寺
門

前
④

十
禅

寺
門

前

③
諸

羽
大

明
神

社
前

②
山

科

①
三

井
寺

門
前

大
津

駅

⑪
三

条
大

橋
東

詰

二
条

城
琵

琶
湖

・
稲

荷
山

之
山

守

・
茶

屋
四

郎
次

郎
名

代
之

者

・
上

下
雑

色
両

人
・

奴
茶

屋
細

田
九

左
衛

門

・
聖

護
院

永
出

世
職

住
持

・
毘

沙
門

堂
御

門
跡

坊
官

、家
司

・（
安

禅（
祥

）寺
）住

持

・
毘

沙
門

堂
御

門
跡

家
司

・
自

分（
京

都
所

司
代

）組
与

力
五

人
、

  同
心

二
人

・
上

町
代（

※
1）

・
京

年
寄

共（
※

1）
・

下
町

代（
※

1）
・

八
瀬

百
姓（

※
1）

・
京

車
年

寄（
※

1）
・

山
科

郷
之

百
姓

共（
※

1）
・

京
割

符
年

寄（
※

1）

・
町

奉
行

両
組

与
力

二
人

・
西

岡
乙

訓
寺

・
誓

願
寺

役
者

・
城

州
大

山
崎

社
司

・
角

倉
与

一（
淀

川
過

書
船

支
配

  兼
帯

御
代

官
）手

代
共

・
旅

宿
に

参
上

し
た

自
分（

京
都

所
司

代
）

  組
与

力
二

人

・
江

戸
表

に
参

上
し

た
自

分
（

京
都

所
司

代
）組

与
力

二
人

御
所

三
井

寺
南

禅
寺

・
 京

都
両

町
奉

行
・

 二
条

城
御

門
番

頭
・

 二
条

城
御

殿
預

り
・

 大
津

代
官

・
 鉄

炮
奉

行
・

 御
代

官
・

 過
書

船
支

配
・

御
代

官

・
 御

入
木

山
支

配
・

御
代

官
・

 過
書

船
支

配
見

習
・

御
代

官
・

 御
茶

師
・

御
代

官
格

（
幼

年
に

つ
き

罷
出

）
・

 二
条

御
蔵

奉
行

・
 二

条
御

蔵
奉

行
仮

役
・

 御
大

工
頭

・
 禁

裏
御

賄
頭

・
 御

大
工

頭
見

習
・

 加
茂

川
堤

奉
行

・
 御

茶
師

・
 御

医
師

・
 御

薬
園

預
り

・
 禁

裏
御

医
師

・
 御

連
歌

師
・

 御
入

用
取

調
役

（
御

用
に

つ
き

不
参

）

大
津

三
条

通
蹴

上

山
科

三
条

大
橋

東海道

京
都

竹屋町口
京

都
所

司
代

上
屋

敷
京

都
所

司
代

中
屋

敷

猪熊口
⑮

番
場

竹
屋

口
脇

よ
り

猪
熊

の
方

北
側

自
分（

京
都

所
司

代
）組

与
力

・
同

心
共

図　安政五年 京都所司代・酒井忠義の上京の際に参上した人々（大津～京都所司代上

屋敷）
※ 1）本多忠民上京時を参考に記入。酒井忠義上京時は御中陰中につき参上せず。
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